


















































































皿,絞 り染め以外の技術の併用 刺繍 摺
箔 描絵
→表現意欲の代替え→特に形態表現への
思いと色彩の変化や色数
N,絞 り皺を残す意図が見られない
→他の染め技法にはない特徴を否定
→形の表現と描絵に皺は邪魔
つまりこれから分かることは,技術は模様
を表現するための手段に過ぎなく,可能な
限りにおいて思いどおり自由な表現がほし
かった事が伺える。それゆえに糊染が出て
くるとその表現の自由さゆえに,辻が花は
途絶えてしまったのである。つまり当時と
しては,技術的なおもしろさやその特徴を
引き出そうとする事より,思いのままに自
然の美しさを表現することに徹 していた気
持ちが読み取れる。
こうしたことも16世紀末から17世紀始め
に入ると徐々に絞 りのしぼを生かそうとし
たものが見受けられるようになる。例えば
「横段葵紋散らし辻が花陣羽織」や 「淡浅
葱地葵紋散らし辻が花小袖」に見られるよ
うに描絵の部分は皺を延ばし描きやすくし,
そうでない部分は皺を残しているし,「丁
子文胴服」の場合は意図的に皺を飛び出さ
せている部分と延ばした部分を作り表現を
使い分けている。つまり技術の生かし方と
表現の問に整合性が見られる様になって来
た。このことは糊染めの出現による辻が花
染めの終焉後の,京都の鹿の子 ・疋田絞り,
有松鳴海の絞 り染め,あるいは友禅の中に
生かされている絞 り染めを見ると絞りでな
ければ表現できない染め模様が独自に技術
を発達させて今日まで息づいていることか
らも 「表現と技術」の一つの関係の在り方
を見るおもいである。 ・
さて糊染についてはどうであろうか,先
にも述べたが辻が花染めがなくなった遠因
とも考えられるこの技術は画期的なもので
あった,それまでの染めとの大きな違いは,
浸染法から捺染法への移行であった。つま
り布全体を染液につけて染める方法から,
模様の各部分ごとに刷毛で顔料を用いて色
を挿す彩色方法への移行は色彩のバラエ
ティーと配色やマチエールの自由性におい
て断 トツのものであった,それはヨーロッ
パに於ける更紗染めへの評価以上のもので
なかったろうか。それに加えて糯米を原料
とした糊の使用は,模様表現において自由
性と可能性を与えるものであった,この方
法と表現が最も高度に達 したのが友禅染め
である。
その特徴は,
・自由な色使い(多彩)
。絵画的な表現による絵模様の自由性
・糸目糊による表現(新 しい表現)
・色変わりとぼか し
これらのことから友禅染技法の多才な表現
能力がよく分かる。
この技法は表現の自由性を求める欲求を満
たすべ くして生まれ来た技法であるのでは
なかろうか。そして表現への欲求が友禅染
の技法をより高度に今日まで伝え,発展さ
せて来たと言えるのではなかろうか。
これだけの事例で結論は出せませんが少
なくとも作品の価値は,始めにも記しまし
たように,「何を表現 し何をもとめている
のか」にあって,どういう技法でどのよう
に表現しているのか,あるいはどういう素
晴らしい技法でどれくらい時問が掛かった
かについては問題ないのである。
(かわもと・あつひさ 金沢美術工芸大学)
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